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＊【
予
告
】本
年
度
第
44
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
10
月
22
日（
土
）午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

ご
挨
拶

東
京
旭
川
会

会
長　

加
藤
桂
子

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ

り
、
東
京
旭
川
会
の
総
会
・
懇
親
会
は
２
年

続
け
て
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
当
会
の

長
い
歴
史
の
な
か
で
か
つ
て
な
い
事
態
と
な

り
、
大
切
な
会
員
相
互
の
交
流
が
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

国
内
で
は
徐
々
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
は

じ
め
て
い
ま
す
が
、
変
異
株
の
流
行
も
あ
り

警
戒
の
手
を
緩
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

更
に
、
運
営
に
指
針
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
元
会
長
の
原
公
朗
さ
ん
が
昨
年
11
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び

つ
つ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

原
会
長
時
代
に
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た

朝
比
奈
さ
ん
が
追
悼
文
（
4
頁
）
を
書
か
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

し
か
し
こ
こ
で
会
の
活
動
の
歩
み
を
止
め

る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、

会
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
、
新
し
い
発
想
を

提
案
す
る
よ
う
幹
事
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

広
く
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
是
非
ご
意
見
ご

提
案
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く
、
此
処
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
な
な
か
ま
ど
」
の
発
行
は
例
年
通
り
行

い
、「
絆
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

旭
川
市
も
こ
の
2
年
間
、
今
津
寛
介
新
市

長
の
誕
生
、
市
役
所
の
新
築
な
ど
変
わ
り
続

け
て
い
ま
す
。

中
断
し
た
ま
ま
の
郷
土
訪
問
旅
行
が
再
開

出
来
る
日
を
待
ち
望
ん
で
居
り
ま
す
。

東
京
旭
川
会
の
活
動
を
今
後
も
お
見
守
り

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

特　

別　

寄　

稿

ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち
、

旭
川
へ
！

旭
川
市
長

今
津
寛
介

加
藤
会
長
を
は
じ
め
東
京
旭
川
会
の
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
旭
川
の
応
援
団
と
し
て
様
々
な
面
で
御

支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
第
28
代
旭
川
市
長
と
し
て
、
日
々

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
と
重
責
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
旭
川
の
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

旭
川
市
は
本
年
、
市
制
施
行
1
0
0
年
を

迎
え
る
ほ
か
、
平
和
通
買
物
公
園
の
誕
生
50

周
年
や
、
旭
川
市
出
身
の
作
家
三
浦
綾
子
さ

ん
の
生
誕
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り

ま
す
。

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
、
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
よ
う
な
記

念
事
業
を
実
施
し
、
今
後
の
旭
川
市
が
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
る
契
機
と
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ち
の
魅
力
に
更
に
磨
き
を
か
け
、

時
代
に
即
し
た
新
し
い
「
旭
川
」
を
創
り
上

げ
、
夢
と
希
望
溢
れ
る
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
引

き
続
き
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い
と
変
わ
ら

ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

旭
川
市
の
地
域
経
済
に

つ
い
て

旭
川
商
工
会
議
所

会
頭　

新
谷
龍
一
郎

「
東
京
旭
川
会
」
の
皆
様
に
は
、
貴
会
発
足

当
初
か
ら
歴
代
会
頭
を
は
じ
め
、
多
く
の
役

職
員
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
旭
川
市
に
お
き
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

「
役
に
立
つ
商
工
会
議
所
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
地
域
企
業
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
支
援

事
業
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
地
域
経
済
の
回

復
に
は
、
食
と
観
光
の
発
展
が
重
要
で
あ
り
、

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
旭
川
市
に
は
雄
大

な
自
然
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
資
源
と
美
味

し
い
食
材
が
豊
富
に
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
か
ら
、

東
京
旭
川
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
多
く

の
方
々
に
広
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
東
京
旭
川
会
の
今
後
益
々
の
ご

隆
盛
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

「
駅
チ
カ
で

冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は

い
か
が
？
」

旭
川
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局
次
長　

鈴
川
雄
太

当
協
会
で
は
旭
川
駅
構
内
に
て
旭
川
観
光

物
産
情
報
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
お
り
、
今

年
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
「
北
海
道

大
雪
地
域
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の

運
営
を
開
始
し
、
旭
川
や
近
郊
で
体
験
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
紹
介
や
道
具
の
レ
ン

タ
ル
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
お
す
す
め
し
た
い
の
は
旭
川
駅
を
出

て
す
ぐ
に
体
験
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

す
。
例
え
ば
自
転
車
。
当
セ
ン
タ
ー
で
お
好

き
な
貸
自
転
車
を
選
ん
だ
ら
、
旭
川
駅
に
直

結
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら
す
ぐ
に

漕
ぎ
出
し
て
自
然
豊
か
な
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
ん
と
冬
に
は
圧
雪
さ
れ

た
自
転
車
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
太
い
タ
イ

ヤ
の
自
転
車
を
選
べ
ば
雪
上
で
新
感
覚
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
歩
く
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の

貸
出
し
も
行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
旭
川
駅

を
出
て
す
ぐ
に
体
験
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

駅
を
出
て
す
ぐ
に
こ
ん
な
に
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
で
き

る
環
境
は
日

本
で
旭
川
だ

け
!?
ぜ
ひ
皆

様
も
旭
川
駅

や
周
辺
で
ア

ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
体
験

し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
!!

旭川市は大正11年の市制施工から100周年を迎えました。コロナ禍など色々な困難
を乗り越え明るい未来に向かう旭川を応援しましょう。

旭川市制１００年
チャレンジの年に！

▲ファットバイク
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上
野
さ
ん
宅
に
一
緒
に
住
み
、
練
習
に

励
む
中
学
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

遠
く
遠
軽
・
襟
裳
・
別
海
か
ら
来
て
い
て
、

育
成
の
た
め
の
新
し
い
道
場
も
上
野
さ
ん

宅
そ
ば
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

資
金
で
建
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
羽
田

空
港
店
オ
ー
プ
ン

昨
年
の
6
月
、
羽
田
空
港
第
一
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
2
階
出
発
ロ
ビ
ー
に
北
海
道
ど
さ
ん

こ
プ
ラ
ザ
羽
田
空
港
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。道

産
木
材
使
用
の
店
内
で
は
道
産
品
の
販

売
だ
け
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
文
化
・
観
光
情

報
の
発
信
に
、
食
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も

併
設
さ
れ
て

い
る
の
で
、

出
発
前
に
北

海
道
グ
ル
メ

も
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。
空
港

に
行
か
れ
た

際
に
は
是
非

お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

力
強
さ
や
迫

力
、
命
の
尊

さ
を
新
し
い

表
現
ス
タ
イ

ル
で
確
立
し
、

動
物
に
対
す

る
関
心
を
更

に
深
め
る
の

が
趣
旨
。

第
1
回
目
の
参
加
は
市
内
の
高
校
書
道

部
6
校
7
組
で
す
。
縦
4
メ
ー
ト
ル
、
横

6
メ
ー
ト
ル
の
紙
に
大
小
の
筆
で
絵
と
文

字
で
思
い
思
い
に
表
現
。
優
勝
は
旭
川
西

高
書
道
部
Ａ
で
し
た
。

「
夜
明
け
〜
先
生
と
子
ど
も
た
ち
の

最
後
の
夏
〜
」

昨
年
9
月
25
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
で
旭
川

商
業
高
校
吹
奏
楽
部
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

同
校
は
こ

れ
ま
で
全
日

本
コ
ン
ク
ー

ル
金
賞
2
回

の
名
門
校
。

そ
の
吹
奏
楽

部
の
名
物
先

生
と
生
徒
た

ち
が
、
悲
願

の
全
国
大
会

出
場
を
目
指
し
て
奮
闘
し
た
熱
い
夏
を
追

う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。 

定
年
を
迎
え

る
熱
血
先
生
と
生
徒
た
ち
の
思
い
が
伝

わ
っ
た
最
後
の
夏
の
ド
ラ
マ
で
し
た
。

世
界
へ
羽
ば
た
く
ジ
ュニ
ア
を
育
成
す
る

柔
道
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

柔
道
の
世
界
大
会
優
勝
の
実
績
を
持
つ

旭
川
南
高
出
身
の
上
野
巴
恵
さ
ん
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
優
勝
も
含
む
そ
の
3
姉
妹
の
母

の
上
野
和
香
子
さ
ん
と
共
に
当
麻
町
で

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
醤
油
工
業
キ
ッ
コ
ー
ニ
ホ
ン
、

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

第
48
回
全
国
醤
油
品
評
会
（
10
月
）
で
旭

川
の
日
本
醤
油
工
業
（
株
）
キ
ッ
コ
ー
二
ホ

ン
特
級
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。2

0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

2
0
2
1
年
は
様
々
な
感
染
防
止
策
を
講
じ

て
開
催
さ
れ
、
出
品
総
数
2
6
8
点
か
ら
選

ば
れ
た
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
（
5
点
）
で

す
。

旭
川
南
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
発
足
‼

旭
川
関

係
者
の
絆

が
ま
た
強

ま
り
ま
す
。

東
京
に
は

旭
川
の
各

高
校
の
同

窓
会
が
あ

り
ま
す
が
、

旭
川
南
校

の
同
窓
会

組
織
が
こ

れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
、
同

校
Ｏ
Ｂ
で
東
京
旭
川
会
の
幹
事
で
も
あ
る
26

期
の
木
島
英
人
さ
ん
の
働
き
で
東
京
支
部
が

正
式
に
発
足
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
で
こ
れ
か
ら
同
郷
の
繋
が
り
が
一
層

拡
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

旭
川
大
雪
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
が
発
足

旭
川
市
は
、
経
済
・
観
光
・
農
業
な
ど

多
分
野
で
連
携
を
強
化
し
、
圏
域
の
住
民

全
体
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
近
隣

の
1
市
8
町
（
鷹
栖
町
、
東
神
楽
町
、
当

麻
町
、
比
布
町
、
愛
別
町
、
上
川
町
、
東

川
町
、
美
瑛
町
）
と
連
携
協
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

令
和
4
年
1
月
12
日
に
連
携
協
約
調
印

式
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
4
月
か
ら
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
後
継
組
織
と
し

て
東
京
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、企
業
誘
致
・

地
域
振
興
に
関
わ
る
拠
点
に
な
り
ま
す
。

「
旭
川
学
食
化
計
画
」

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
学
生
さ
ん
た
ち
を

旭
川
の
街
の
み
ん
な
で
支
援
し
よ
う
と
い

う
取
組
み
が
進
行
中
で
す
。
仕
組
み
は
旭

川
学
食
化
計
画
実
行
委
員
会
（
代
表
／
平

島
淳
嗣
）
や
参
加
店
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

を
元
に
、
学
生
さ
ん
が
参
加
店
に
食
事
チ

ケ
ッ
ト
と
学
生
証
を
提
示
す
る
と
、
指
定

メ
ニ
ュ
ー
が
無
料
で
食
事
が
で
き
る
と
い

う
も
の
。参
加
店
も
20
店
舗
を
越
え
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
や

北
海
道
新
聞
、
朝
日
新
聞
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
旭
川
市
は
本
件
を

Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
応
援
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
個
人
の
寄
付
に
加
え
企
業
協
賛
型
の

寄
付
が
開
始
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
山
動
物
園
発
！

「
動
物
墨
画
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
」

旭
山
動
物
園
の
新
し
い
取
組
と
し
て
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
「
動
物
墨
画

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
甲

子
園
」
の

第
1
回
目

が
昨
年
の

8
月
8
日

に
市
内
の

道
北
ア
ー

ク
ス
大
雪

ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

動
物
の

▲第一旅客ターミナ2階出発ロビーに

▲新聞発表

旭
川
の
ト
ピック
ス

東
京
の
旭
川

▲連携協約調印式とロゴマーク

　▲旭川学食計画のながれ▲優勝の旭川西高書道部Ａ

▲作品▲熱血先生、佐藤淳先生最後の指揮

▲子どもたちを世界の舞台に

▲旭川南高等学校の同窓会の風景
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旭
川
出
身
者
の
活
躍
・
・コロ
ナ
の
影
響
下
で
も
皆
さ
ん
各
分
野
で
活
躍
し
てい
ま
す

い
う
目
に
見
え
な
い
危
機
が
迫
る
中
で

「
見
出
し
て
い
く
希
望
」
を
テ
ー
マ
に
描

か
れ
ま
し
た
。
脚
本
は
、
旭
川
出
身
の
橋

本
裕
志
さ
ん
で
す
。
橋
本
さ
ん
は
旭
川
北

高
校
を
卒
業
、
大
学
時
代
は
演
劇
部
で
活

動
。『
華
麗
な
る
一
族
』、『
官
僚
た
ち
の

夏
』、『
シ
ョ
ム
ニ
』
等
数
々
の
作
品
の
脚

本
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

T
B
S
金
平
茂
紀
キ
ャ
ス
タ
ー

優
れ
た
放
送

番
組
な
ど
に
贈

ら
れ
る
第
58
回

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

賞
が
昨
年
6
月

に
発
表
さ
れ
、
T
B
S
の
「『
報
道
特
集
』

40
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
」
が
報
道
活
動

部
門
の
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
報
道
特
集
」
は
毎
週
土
曜
日
夕
方
に
放

送
中
で
、
同
番
組
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

の
一
人
に
金
平
茂
紀
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

金
平
さ
ん
は
旭
川
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
令
和
4
年
新
年
交
礼
掲
示
板

に
左
記
の
と
お
り
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。

▶
旭
川
東
高
校
か
ら
東
京
都
立
高
校
に
編
入
、東
京
大

学
を
卒
業
。Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
。

報
道
局
長
、ア
メ
リ
カ
総
局
長
を
歴
任
。２
０
１
０
年

か
ら
報
道
特
集
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
。「
筑
紫
哲
也

『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
』と
そ
の
時
代
」な
ど
著
書
多
数
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

　
活
躍
し
ま
し
た

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
旭
川
市
出
身
、

ゆ
か
り
の
選
手
七
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
安
藤
麻
選
手
、

カ
ー
リ
ン
グ
の
石
崎
琴
美
選
手
、
鈴
木
夕

湖
選
手
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
石
田
正

子
選
手
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
勢
藤
優
花

選
手
、
高
梨
沙
羅
選
手
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ア
ル
ペ
ン
の
竹
内
智
香
選
手
で
す
。
特
に

竹
内
選
手
は
冬
季
日
本
女
子
で
は
単
独
最

多
と
な
る
六
大
会
連
続
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
皆

さ
ん
各
競

技
に
お
い

て
果
敢
に

挑
ん
で
お

り
、
そ
の

姿
は
印
象

的
で
し
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　「
日
本
沈
没 

― 

希
望
の
ひ
と 

―
」

2
0
2
1
年
は
、
桜
島
、
阿
蘇
山
な
ど

の
噴
火
や
、
中
規
模
の
地
震
が
各
地
に
頻

発
し
ま
し
た
。

T
B
S
で
は
2
0
2
1
年
10
月
か
ら

『
日
本
沈
没
―
希
望
の
ひ
と
ー
』
が
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
原
作
は
1
9
7
3
年
に
刊

行
さ
れ
た
小
松

左
京
に
よ
る
不

朽
の
名
作
「
日
本

沈
没
」。
こ
の
原

作
に
大
き
く
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
、

2
0
2
3
年
の
東

京
が
舞
台
。
今
だ

か
ら
こ
そ
描
く
べ

き
物
語
。
沈
没
と

素
晴
ら
し
い
故
郷
・
旭
川永

江
　
朗

50
歳
に
な
る
ま
で
は
、
毎
夏
の
よ
う

に
ク
ル
マ
で
帰
郷
し
て
い
た
。
朝
早
く

に
世
田
谷
の
自
宅
を
出
て
東
北
道
を
北

上
す
る
。
深
夜
、
青
森
発
の
フ
ェ
リ
ー

に
乗
る
と
、
室
蘭
に
着
く
の
は
夜
明
け

前
だ
。
道
央
道
を
走
り
、
旭
川
鷹
栖

I
C
へ
。

あ
る
年
、
東
光
に
あ
る
両
親
の
家
に

行
く
前
に
、見
本
林
に
寄
っ
た
。
ち
ょ
っ

と
し
た
時
間
つ
ぶ
し
の
つ
も
り
だ
っ
た
。

夏
の
朝
の
見
本
林
は
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

ド
の
香
り
が
し
た
。
小
鳥
た
ち
の
囀
り

が
聞
こ
え
、
栗
鼠
が
木
の
幹
を
駆
け

上
っ
て
い
た
。
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た

妻
は
、
ま
る
で
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
の
よ

う
だ
と
つ
ぶ
や
い
た
。
林
を
抜
け
る
と

美
瑛
川
が
見
え
た
。

高
校
生
の
こ
ろ
は
神
楽
に
住
ん
で
い

た
か
ら
、
見
本
林
は
身
近
だ
っ
た
。
だ

が
、
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
場
所
だ

と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。

見
本
林
、
神
楽
岡
公
園
、
そ
し
て
少

し
離
れ
て
い
る
が
北
邦
野
草
園
な
ど
、

住
ん
で
い
る
と
き
に
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
愛
す
べ
き
場
所
は
多
い
。

▶
旭
川
東
高
校
、法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
。

洋
書
店
勤
務
を
経
て『
宝
島
』『
別
冊
宝
島
』の
編
集

に
従
事
。平
成
５
年
頃
よ
り
ラ
イ
タ
ー
業
に
専
念
。毎

日
新
聞
の「
今
週
の
本
棚・話
題
の
本
」欄
に
定
期
的

に
書
評
を
掲
載
す
る
な
ど
コ
ラ
ム
、書
評
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。ラ
ジ
オ
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ「
あ
さ
イ
チ
」に
出
演
な
ど
。

「
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に

旭
川
出
身
者
が
出
場
し

活
躍
し
ま
し
た
！

★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
町
田
瑠
唯
選
手

町
田
選
手
は
、
チ
ー
ム
の
司
令
塔
と
し

て
日
本
代
表
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
大
活
躍
。

予
選
リ
ー
グ
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝
と
勝

ち
抜
き
、
決
勝
進
出
に
貢
献
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
体
格
で
圧
倒
的
に
優
る
ア
メ
リ

カ
と
熱
戦
を
展
開
。
惜
し
く
も
敗
れ
る
も

の
の
、
日
本
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は

初
め
て
の
銀
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

町
田
選

手
に
は
旭

川
市
民
栄

誉
賞
が
贈

ら
れ
ま
し

た
。
こ
の

賞
は
広
く

市
民
に
敬

愛
さ
れ
、
明
る
い
希
望
を
与
え
る
と
共
に

旭
川
の
名
を
高
め
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

町
田
選
手
は
旭
川
緑
ヶ
丘
中
学
校
出
身

で
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
に
所
属
。
今

年
2
月
に
は
Ｗ
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ミ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
選
手
契
約
を
結
び
、

5
月
か
ら
の
新
シ
ー
ズ
ン
に
参
加
の
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
楽

し
み
で
す
。

★
女
子
や
り
投
げ 

北
口
榛
花
選
手

北
口
選
手
は
予
選
を
6
2
.
0
6
ｍ
、

全
体
6
位
で
通
過
し
、
1
9
6
4
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
、
57
年
ぶ
り
と
な

る
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
左

脇
腹
に
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
も

5
5
.
4
2
ｍ
で
惜
し
く
も
12
位
で
し
た
。

直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
笑
っ
て

い
る
私
も
、
泣
い
て
い
る
私
も
、
両
方
自

分
な
の
で
、

泣
い
て
い

る
私
を
見

て
幻
滅
は

し
な
い
で

ほ
し
い
…

ま
だ
自
分

が
歴
史
を

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
次
は
も
っ
と

元
気
に
、
世
界
大
会
の
こ
こ
（
取
材
エ
リ

ア
）
を
通
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
前
向

き
の
姿
勢
で
し
た
。

今
大
会
で
の
決
勝
が「
最
高
の
通
過
点
」

と
な
る
よ
う
、
2
年
後
の
パ
リ
へ
向
け
て

こ
の
経
験
を
ど
う
生
か
し
て
い
け
る
か
、

北
口
選
手
の
新
た
な
戦
い
は
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

★
宝
塚
歌
劇 

宙
組
ト
ッ
プ
娘
役

　
　
潤
花
さ
ん
も
出
演
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
で
国
歌
斉
唱

を
お
こ
な
っ
た
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
20
名
の

中
に
潤
花
さ
ん
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

▲町田選手と北口選手のイラスト
ブログ旭川美都より引用

（旭川出身の漫画家・さくや一歩さん）

▲番組サイトから引用

▲日本陸上競技連盟公式サイト
から引用

▲NHK東京オリンピック・パラリン
ピックサイトから引用

正直に申し上げます。
２０２１年の旭川は、僕の職業から
みると、本当につらい１年でしたね。
A  Friend  in  a  rainy　day is 
a true friend.
「まさかの時の友こそ真の友」です。
２０２２年の旭川が、困難を克服し
て再び歩みだす１年になることを、心
の底から祈っています。

旭川生まれのジャーナリスト
　旭川観光大使

金平茂紀

▲北京オリンピック出場を祝して旭川
市役所総合庁舎に掲揚された懸垂幕
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コロ
ナ
禍
で
思った
こ
と

編

集

後

記

4 ななかまど　42号　2022.3

＊【
予
告
】本
年
度
第
44
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
10
月
22
日（
土
）午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

（
土
）
に
開
催
予
定
で
す
。
感
染
症
対
策

を
と
っ
て
何
ら
か
の
形
で
開
催
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
8
月

末
頃
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
開
催
」

の
場
合
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
京
旭
川
会
の
ご
案
内

◆
沿
革

創
立
（
1
9
7
7
年
）
以
来
、
旭
川
出

身
者
及
び
旭
川
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

の
友
好
親
睦
の
集
い
と
し
て
、「
ふ
る
さ

と
に
出
会
え
る
」
を
合
言
葉
に
、
会
員
相

互
の
親
睦
の
み
な
ら
ず
郷
土
旭
川
市
へ
の

貢
献
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
登
録
会
員
は 

約
3
0
0
名
、
毎

年
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
は
じ
め
「
郷
土

訪
問
の
旅
」
な
ど
の
行
事
を
重
ね 

交
流 

の
輪
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

◆
東
京
旭
川
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　
P
R
動
画
・
F
a
c
e
b
o
o
k

当
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
特
に
P
R 

動
画
『
ふ
る
さ
と
に
出

会
え
る 

よ
う
こ
そ
東
京
旭
川
会
へ
』
に

は
旭
川
市
の
懐
か
し
い
風
景
も
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
御
覧

く
だ
さ
い
。

第
四
代
会
長
・

　
　
原
公
朗
さ
ん
を
悼
む

名
誉
顧
問
の
原
公
朗
さ
ん
が
昨
年
11
月

18
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
行
年
88
歳
で

し
た
。

原
さ
ん
は
第
3
回
総
会
か
ら
幹
事
を
さ

れ
て
い
た
の
で
、
役
員
歴
は
人
生
の
約
半

分
の
42
年
に
も
な
り
ま
す
。
更
に
原
さ
ん

に
は
強
い
理
念
と
実
行
力
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
に
会
長
代
行
に
な
ら
れ
た
後
、

総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
人
数
が
停
滞
し

て
い
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、副
会
長
・

事
務
局
長
や
幹
事
の
意
見
を
大
い
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
就
任
さ
れ
た
平
成
22
年
に
は
、

旭
川
観
光
大
使
12
名
と
市
の
幹
部
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
旭
川
市
の

観
光
を
考
え
る
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
、
地
元

旭
川
と
の
連
携
に
よ
り
、
2
年
後
の
平
成

24
年
4
月
、
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
構
内
に
石
川
啄

木
歌
碑
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年

か
ら
参
加
者
は
百
名
を
超
え
る
よ
う
に
な

り
、こ
れ
が
現
在
の
講
演
会
プ
ラ
ス
総
会
・

懇
親
会
の
ス
タ
イ
ル
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
空
の
上
か
ら
あ
の
穏
や
か

な
笑
顔
で
東
京
旭
川
会
を
見
守
っ
て
下
さ

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
元
事
務
局
長　

朝
比
奈
康
博
）

「
人
新
生
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
う

 

森　

由
美
子

巣
ご
も
り
生
活
で
、
本
を
読
む
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
の
が
、

「
人
新
生
」
と
い
う
言
葉
。
人
類
が
地
球

の
生
態
系
や
気
候
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
に
な
っ
た
地
質
時
代
を
表
し
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

新
興
感
染
症
の
発
生
・
伝
播
は
、
ヒ
ト
の

活
動
の
拡
大
に
伴
う
森
林
伐
採
や
温
暖
化

な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
自
由
な
巣
ご
も
り
生
活
で
し
た
が
、

立
ち
止
ま
っ
て
環
境
問
題
を
考
え
る
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
再
考
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
な
な
か
ま
ど
」
の
重
要
性

 
高
橋
照
美

活
動
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
中
、「
な

な
か
ま
ど
」
は
、
東
京
旭
川
会
の
備
え
付

き
の
ア
ク
セ
ル
で
す
。
し
っ
か
り
踏
み
込

ん
で
、「
会
員
相
互
の
親
睦
と
郷
土
旭
川

市
へ
の
貢
献
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
走
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

「
活
動
の
継
続
」

 

高
木
宏
明

東
京
旭
川
会
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
で
2

年
に
わ
た
り
休
止
状
態
で
す
が
、『
な
な

か
ま
ど
』
は
、
発
行
し
よ
う
と
の
総
意
の

も
と
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
2
回
目
の
発
行
に

漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

昨
年
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
に
よ
り
、
財
政
状
況

を
維
持
し
つ
つ
、
活
動
が
継
続
で
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
10
月
22
日

東
京
旭
川
会
の
役
員
構
成

 

（
'18
年
12
月
１
日
〜
）
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樋
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嚴

「
な
な
か
ま
ど
」
42
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を
投
稿
い
た
だ
い

た
永
江
さ
ん
は
じ
め
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

お
陰
で
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
川
は
、
昨
年
は
不
名
誉
な
話
題
で
全

国
区
に
な
り
ま
し
た
が
、
若
い
方
た
ち
を

は
じ
め
と
す
る
色
々
な
方
た
ち
の
心
温
ま

る
活
躍
も
増
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
顔
を
あ
わ
せ
た
編
集
会
議
に
代
え

て
e
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
仕
上
げ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
話
題

を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
夢
と
希

望
に
向
か
っ
て

邁
進
す
る
故
郷

を
微
力
な
が
ら

応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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集
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美
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西
谷
内　

力
世

◆
新
規
会
員
募
集

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。入
会
の
ご
案
内
と
会
報「
な

な
か
ま
ど
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
東
京
旭
川
会
の
ご

案
内
」
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す

▲ 在りし日の原公朗さん（中央）岩田公雄
さん、朝比奈康博さんと第39回総会・懇親
会（2015年10月）にて

▲東京旭川会のHP

▲東京旭川会PR 動画東京旭川会のFacebook


